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りとりは難しし'1 0 また手を祇める等の I~I 己刺激を求める
ことが頻繁にあり、心理的に安定しないときは、右手で、

















!~試しながら、 tJ、下の 2 点とした。
l張問山いザ l
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-格ヌイッヂ〈写真心と爵風機〈写真 7) ，1 f問臣，1，1宝、目立、自のwrにあるものには、向とな〈融るこ H
l回目以降 1<制民，U宝，胞臣，¥(.¥L， }アヅシヨンヂェ7>-可 iとがある。脂製位では，頭を反るととが各い0 ・Pッシ
(6月)， 1 :ゴ >'.:fェ7ではョ視綿はスイッラ院のあるフ?をちらーコと
見る。 腕や患を不随意的に動かすととが多い。








AlRと一緒にスィ、フヂに触ると F 振動に実関を見せ 1 . 
る。 ゆちくりと左右に首を掘り，ちらつと見るととは
あるが，再度スィ、~}~許を触るととはなかった。
• dむし、〈。るみを1すけた捧スイヴヂ〈写真 1(1) 1 ゆヮ〈りと左右に首を振りアちらつと見る。両手を古 1<
17回目以降 1，と高風機[写真 7) ・:売るスイッヂ〈写真5)1わせたり 3 日仇、たりしたあと F 手を持繁に上下に動力、
(7丹〉屯 |と扇凱桜〈写真 7) ! I・す動きが見られた。スイッヂに当たるととが争力、つ
〈クッシゴンヂェ7〉1 ||手足を不随意的に動かす i畠然スイッヂに当たる， 1
21回目以降 1.光るスイッヂ〈写真むと高風桜〈写真 7)1 手を動かしスイ、~.l:rに当たり曲が始まると， ，~売や足を
け月〉言 1 .光るスイッヂ〈写真 5)と電子ピアノ〈写|動かすととが少なくなりラ音を聴いている様子が見ち
真 11) く:予、~?:-/ョ. -..ヂェ7>-τ れる。|ピアノ司音を聴いでし、るL
-光るスイッヂ〔写真 5)と扇風桜〈写真 7)1黒い衝立が京になるのか手をなめたり，顎を打ったり
(=)手JE在不随意的に動かし、手を口にλれる|する筈の自慢的な行為が増えるG 宰






-売るスイッヂ(写真 5)と震民桜〈写真 7)1蓄を掘りスイヴヂを見るととはあるが F A1足0)手を誘
4100目以降 1.黒い衝立 。ちらつと昆たら査ぐにスイッ i等すると F 自慢的な行為や自己刺激的な行為が見られ




















Table2 指導経過 10月から 12月まで
回数(舟〉、I. f更用教材。指導上情意点~t，設事項 i 児童の様子可
く姿事与〉、
・振動スイッヂ(写真 S) I ~，主意を向ける範囲を明確にしたととで F 動きは少なく i唱
・光るスイッ手〈写真 5)と罷患柑〈写真 7}1なった。振動スイッヂは，触れると実際が見ちれるが
目・黒い積立↓ j践を向けるととはない。光るスイッヂのフヲ泣，ちらつ





-振動スイッヂ{写真 S)，揺動スイッヂは F 指〈引付け根を曲げて掠れるととは
Sl団自以降 1・光るスィ、yヂ(写真 5)と震風桜〈写真 7)1あるが，百を向けるととはない。
(10月〉、 I .黒い積立↓ i光るスイッヂのフヲも，開を向けて、指〈万iすけ根を曲げ
く座位保持装置っき椅子〉唱 |て触るととがあった。障の付け根を曲ザて触る|、









く間開装置っき格子>~ .1 匂レを駅と蓄を掘り罰りを見た後に、口を近づけて食べる， I 
-振動スイッヂ〈写真 S) ，据動スイッヂは，音を聴いただけでも湾関をみせる0)l' 
・:715るスィ、ジヂ(写真めど扇風桜〈写真 7)1振動するヌイッヂや震甑躍には， :1きで、と，持，口で、揺
・~.f.尭き芋〈写真 1:::)・黒い衝立動を感じるようになる。まだ手は出ないが，開を近づ
























































































2:3 ~ 2:6、基本的習慣1:6~ 1:8、対人関係1:9~ 1:11、





















対象の授業の指導初期 (6月)、中期 (10月)、後期 (2








































































I J1II1U (2006)は視覚認知!の発述を.r見ょうとすることJr迎動の出点としての1J r述到jを方向付ける 1J r見分ける 1J r見比べる 1J r掠倣す
る I~IJ r細部を見分ける，見立てるEIJの7段陥に分けて述べているが，これは':j佐川 (2007)の r!長jZとi型車}Jの，':j次1tf'l!'論jにおける 1-Vll水
準にほぼ一致する。
51 
写真 14 姿勢 写真 15ホースさし 写真 16 色べ夕、
写真 17 円柱さし 写真 18球タイル弁別 写真 19二面パスル
丁able4 B児への指導の概略(中期)
月 学習課題と教材 児童の梅子 自の使い方
l 指導呂探 全体的に身体の大きな動きがなくなり，当初から落ち着 -円柱さしは「じゅんぱんじゅん。-物を見る力、追視するjJを育 いて課題;こ取り組む。教員の提示を待ってし、る。 ばんJという教員の言葉と指さし
てる。 ①自の前で円柱を外して見せ，台患の教材を児童の手前 を手がかりにしながら，台座の教
. r見分けるj力を育てる。 にして，外した円柱を隠し， 1つず'つ fどうぞj と前に 材の上を視線でなぞる自の動き
示すと手が出て，円柱をもって入れる。設長"":)三整患を が見られ始める。
ピデオ全 12分 笑って「で、き?Jという芦と一緒に「できた」というi -教員が次の教材を示すまで塾長
①モンテッソーリ円柱さし ②教員が 1つずつペグ、を示すと，それをつまんで受け取 を見続けて待っていることが増
(大司小) り教員の掘さしと教材の提示を受けてベグをさす。 えた。
②円形ベグさし{写真 20] ③も①②とi司様の提示。課題の途中に自己刺激的に散を ‘提示の教材と台座の教材を視綜
③問形鉛筆キャップさし 敏い始め，注意が途切れる。 が行き来する場面が多く見られ
@喰延滞(物の永続性課題 :2つ ③の途中で教員が中断し，歌を歌って，課題に戻すこと る。
の室長付き箱とアンパンマン) を数度試みる。気持ちが戻らず，次の課題に移行。 -③の終わり頃，教員を見続けて
{写真 21] 手Ijきま後ふたt 反手IJき手後ふた， 手Ijき手先ふた OK 歌を歌う。教員が歌を歌うと自を
⑤型はめ (0の台座にOとムの 反手IJき手先ふた OK，照時ふたで中止。 見て聞いている。
提示) [写真 221 ⑤気持ちが途切れ，教員が提示するものに手は出すが， -⑤の課題では，視線を向けず教
視線は向きにくい。時間切れで中止。 員が提示する教材に手だけ伸ば
正選択肢後出し は手Ijき手・反手IJき手とも OK すことが増えた。
百宇灯時糊
写真 20円ベグさし 写真21 延滞 写真 22 型はめ
52. 
Table5 B児への指導の概略(後期)
月 学習課題と教幹 定童の毅子 自の捷い方
2 指導自標 α奇子に座りたがらず床上で。 7つのカップ法鼠行錯誤 -教員の動きを見て次の教材の提
. r見比べるj自を育てる。 で入れたり外したりし， 4屈の試行で完成。議ねたカップ 示を待っている。視線が提示教




ビデオ全 18分 課題に気持ちが向き始め 3 椅子の方向に「おいでjと呼 -全部の穴にペクeや電池を入れ終
①7カップ(大→小)(写真23) ぶと 3 遣ってきて自分でj亙る。 わると教員の顔を見て，渡そうと
②電池さし(菌諒)(写真24) (忍ID-つずつ提示される電池やホー スをつまみ穴に入れ する。
③ホー スさし(ジグザグ) る。 I~臨番j に穴をたどる様子ではない。 -教員の顔を見ながら，教材を口
④延滞(2つの箱とミニカ一、 ④教材に視隷が向きにくくなり，体を動かして拒否。 に入れ，反;むを求める。 fからか
蓋してひっくり返す) 反利き手先ふたOK い行動jが見られ蛤める。
⑤型はめ(0の台廃にOとムの 利き手先ふた前まわり OKで中止。 -吹き流しの笛の提示では，教員
提示) ⑤、⑤、⑦はうつ伏せになり fいー らった-Jの声を発 が左右へと陥1きを変えて吹いて
⑥ベー プサー ト して拒否を示した。 みせると，自で追いかける。何度
⑦具体物を使ったサイン形成 ⑦での吹き流しの笥でi立教員が自の前で吹くと，しば か操り返すと手がliた。
(ベル吹き涼しの箆) らく見て手を出す。教員は「ちょうだし汁のサインを求 話の前垂路線から左右印度ぐら
(写真25) めるが， B はどうしてよいか分からない綴子。 いのととろまで追視ができる。
3 指導自楳 ①提示の電池を受け取り，投げようとする。笑って fあ -やや興奮状態にある当初は，声
. r見比べるJ告を・育てる。 一つjと声を上げる。 51個自まで投げようとし，教員iま を上げ教材を投げたり [1に入れ
-写真カー !とでやりたいものを 投げようとする手を受け止め穴に導く。やや興奮気味。 たりして教員の顔を見て笑う。
選べるようになる。 最後まで笑いは消えないが，電池を穴に入れようとはす -落ち着くと授棋は，教良と提示
ビデオ 15分 る。 の教材にむき，穴に入れて教員の
。電池さし(遺線) ② fはあjと患をつき落ち着き始める。!っ自に提示さ 顔を見る視線もある。
②PH~ベグ (F9f~) れたベグをロに入れる。教員は無表構でむからベグをと -似3iま台座の次の穴をたどる視
③ホー スさし(ジグザグ) り議ガユ"徐交K~Jを主~芝Jぃj塾長，((!-提示士会会_2'去~j!取 線もあり，③は教員の指さしを見
③型はめ(写真2S) って，指さしで示される穴に入札教材の提示を求めて ている。
(0ムの台座に06を入れる) 顔を上げるc .0)ゆとも，課題終了後に教員が
(0口の台鹿にO口を入れる) ③教員の指さしを受けてホー スを穴lご入れる。 「できたねjと児童の手のひらに
(ムロの台座にム巳を入れる) ④台座の枠のふちを教員と一緒になぞりーやトザの対~t マ)vを描くと描かれる手のひら
⑤延滞(f号待ふた前まわIj) で入れる。教示通りに入れる。飽きが見られ始める。 を見て教員の僚を見る。
⑤具体物と写真のマッチング ⑤延滞課題は箱とミニカー の提示で教員が進めるが3 表 -⑤では、袋から教員が物を出す
(ベルと吹き流しの箆) 情l:i無表情になり，教材を教員{l!IJへ押しやり拒否。 様子を見ている。教員が取り出し
(写真27) ⑤袋を示すと教員の提示を待っているe べjレの提示で， て鳴らすべルを見る。「やる ?J
⑦くすぐり遊び 教員の「やる?jに対して嘗ふり。「うどらない?Jでう 「やらないとの問いの間，教員
なづき。箆の提示に笑顔と発声。 2枚の写真カー ドの提 の鋲を見る。笛とベ)~の写真を 2
示iこ見地べて声をあげて笛のカー ドをたたく。 度&t竺L_Jlの写;:!に夕立主c
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